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本書は， 1975年 4月，アムステノレダムで、開催されたパリストカノレジオグラフィ
ー (Bcg)と心脈管力学に関する第4回 worldcongressの論文を編集したもので
ある。 トヒ。ツクスとして， (1)観血的 (invasive)，および，非観血的 (non-inva-
sive)方法により得られた心脈管データの関係， (2) Bcgによる虚血性心疾患の
早期発見の評価， (3)非観血的方法による心疾患、治療の評価， (4)非観血的方法
の改良， (5)非観血的データの分析， (6)心脈管の老化が含まれている。 Smith
によると，観血的という言葉は， 元来，破壊的 (destructive) という言葉から派
生し，その方法は皮膚を傷つけるすべての技法を意味することになる。 Smithの
哲学的考察に従えば， その方法には，それが観血的である以上，ある現象を変え
ずに， それを計測できないという明白な原理一一医学における Heisenbergの不
確定原理一ーが存在する。例を心脈管系にとれば，疹痛， 不安，麻酔などにより
測ろうとする変数のみならず， 動物全体まで、が変ってしまうことになる。 この医
学における生物学的計測の本質は， 無反省に観血的方法をスタンダードとする現
代の風潮からみても，一層，深く考えてみる価値があろう。
身体内を通り伝達されてくる心脈管系の力から心機能を知ろうとする Bcgの装
置にも，見るべき改良が加えられた。すなわち， 古典的な ULF(超低周波)Bcg 
の X，Y方向における記録に加えて， z方向のそれが可能となった。 この結果，
身体が無拘束のまま空間に浮んだ状態となり，その Bcgから，ヒトでは体動脈系
の空間的配置から予期されるように， Y方向の偏位と加速が最大なことが判明し
た。 
Bcgによる鯨 (Californiagray wha1e)の心分時送血量の測定は，本書の中で
も興味深い部分である。体重4500kgの巨体を重量277kgのベッドにのせ，つり上
げて測定した結果，鯨とヒトの Bcgがよく似ていること，ならびに，鯨の 1回心
拍出量が7.21，心分時送血量は 308 l/minであることが分かつた。この結果は，心
分時送血量が体重の関数であるという一般式， Q=0.2 (土15%) WO • 85土 0.02 (Q= 
心分時送血量， W=体重)とよく一致した。
生理学的なデータとして， 前回の正常値(年齢 6-19歳，正常493名)に加え，
今回，年齢20-65歳の正常406名の Bcg波高の正常値が発表された。基礎資料の
つみ上げという意味で，このことは注目してよいであろう。
ヒトの心脈管機能は， Bcgで調べた限り， 30歳代から老化しはじめ， 1年ごと
に，その機能の 0.8-1.4%が失われて行くようである。ただし，幸いにも，活発
な肉体活動， トレーニングを続けている限り， この喪失は少なく血管も弾性を失
わぬようである。
ある一つの学問の路が開けたとき， それを追うのは容易で、あろう。しかし， 未
踏の原野で、は進歩の小路を見つけることすら苦闘の名に値する。 この書は，読む
人のそれぞれに，模倣のむなしさと独創の尊さを教え，深い感銘を与えずにはお
かないであろう。これは，風さわやかな初夏の読物である。(木下 安弘)
〔千葉医学 53，84，1977) 
